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1. 今年度の基礎情報学研究会 

今年度は、いままでに 3回の勉強会を開催した。 

 

2. 研究会報告 

 研究会は、毎回あるテーマを決めた形で講師の方にお話をいただいたあと、西垣先生の

基礎情報学的な観点からのコメントをいただき、そのあとは参加者全員による討論の形を

とって進めている。 

 

第 16 回基礎情報学研究会 

日時：2016年 3月 26日（土）14：00〜17：00 

場所：コンピュータソフトウェア著作権協会会議室 

参加者：22名 

テーマ：「これからの高等学校教科情報はどうあるべきか」 

パネリスト 

  生田研一郎（中大杉並高校教諭） 

  春日井優（埼玉県立川越南高校教諭） 

  藤岡健史（京都市立西京高校教諭） 

 

第 17 回基礎情報学研究会 

日 時：2016 年 6 月 4 日（土）14：00〜17：00 

場 所：コンピュータソフトウェア著作権協会会議室 

参加者：18 名 

講師：小嶋恭道 （京都市立西京高校常勤講師／神戸大学大学院人文学研究科博士課程） 

テーマ：「ドゥルーズ＝メイヤスーからみた生命モデル」 

 

第 18 回基礎情報学研究会 

開催日時：2015年 8月 8日（土）14：00〜17：00 

場 所：コンピュータソフトウェア著作権協会会議室 

参加者；20 名 

テーマ：「情報専門系カリキュラム標準（J17）へ向けて」 

講師：筧 捷彦 （早稲田大学名誉教授／情報処理学会 情報処理教育委員会 J17-WG 主

査） 

 

3．今後について 

 いままで定期的に勉強会を開催してきたが、勉強会はしばらくお休みして、今後は情報

処理学会、社会情報学会と協力して大学の情報専門系カリキュラム標準（J17）の作成に

向けて活動をしていき、高校・大学の情報教育の刷新に向けて活動していきたいと考えて

いる。 

 


